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コロナ禍におけるがん検診の重要性

2人に1人ががんにかかる時代

－ がん征圧月間 －
岐阜県保健医療課

日本人が一生のうちにがんと診断される確率は男性65.0%、女性50.2%（※1）で、２人に１人がかかると言われています。また、全

国がん登録によると、岐阜県内だけでも毎年1万6000人ほどが新たにがんと診断されており、がんは身近な病気です。

2019年の岐阜県の主要死因別死亡割合によると、悪性新生物（がん）で命を落とした人は6171人（26. 4％）で全体の４分の１以上

を占めています。主要死因別死亡数を見ると、30年近くにわたってがんが１位となっており、また、人数も右肩上がりを続けています。

ただ、医学の進歩により、早期発見・治療ができれば命を守れるケースも数多くあることも事実です。

感染対策をしてがん検診を受けましょう

精密検査が必要＝がん確定ではありません。今回異

常が見つからなくても、一回限りではなく、定期的に

がん検診を受けることが大切です。ただし、気になる

症状がある時は、早めに医療機関を受診しましょう。

また、新型コロナウイルスが蔓延する昨今、新型コ

ロナウイルス感染症を心配した受診控えによって、

がんが進行した状態で見つかることが懸念されま

す。検診機関では、換気や消毒・体調チェック等の基

本的な対策のほか、検診体制の整備や密を避けるた

めの対策、共有物の廃止などの感染対策に力を入れ

ています。

コロナ禍でもがん検診はとても重要です。皆さん

も、マスク着用や手洗いうがいなどの感染防止対策

を徹底し、がん検診を受けましょう。

コロナ禍でもがん検診・がん治療を

日本対がん協会や日本医師会などは、毎年９月を

「がん征圧月間」とし、早期発見・治療の重要性や、が

んの正しい知識を広める活動に力を入れています。

がんは、早期の段階では自覚症状が出ないことが多

く、症状が出現する頃には手遅れとなっていること

もあります。早期発見のためには、「がん検診」が有

効です。がん検診は、市町村や職場で受診できます。

職場で受ける機会のない方は、お住いの市町村で受

けることができます。

がん検診の結果「要精密検査」と言われたら、必ず

精密検査を受けることも重要です。精密検査を受け

るところまでが『がん検診』です。

医療機関での新型コロナ

ウイルスの感染を警戒して、

「受診控え」をする人が後を

絶ちません。受診控えに

よって、本来受けなければ

ならない医療を受けること

ができず、がんが進行した

状態で見つかることが最近

増えていることを、一人の

医師として大変危惧してい

ます。「コロナは怖いけれど、

がんは国民の半分がかか

る」という事実を忘れずに、

適切な診断、適切ながん治

療を受けてもらいたいです

ね。

毎月17日は減塩の日

1日の食塩摂取量目標値は

男性：7.5g未満 女性：6.5g未満

※1 2018年データに基づく国立がん研究センター最新がん統計

出典：2019年岐阜県衛生年報
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－ 野菜摂取から健康づくりを考えよう －
岐阜県保健医療課

野菜ファーストランチリレー！ 大野里佳子さん おすすめベジランチ

岐阜県では、数多くの野菜が作られていますが、県
民の1日の平均野菜摂取量は全国と比較して、男性
が38位、女性が33位と低い順位にとどまっている
のが現状です。県民それぞれが1日あと70～80g
ほど食べれば、1日に必要な野菜摂取量（350g）を
達成できます。
「ぎふ野菜ファーストプロジェクト」では、皆さんの

毎日の食事を考える上でのヒントにしていただこう
と、岐阜県ゆかりの著名人等に、おすすめのベジラ
ンチ（昼食での野菜摂取）を教えてもらう「ランチリ
レー」を開始しています！
3回目のゲストはハンドボールチーム飛騨高山ブ

ラックブルズ岐阜で活躍されている大野里佳子さん
です。

日中は仕事をしており、ランチの時間が十分にとれないと
きもあるので、手軽に食べることができるものを作って持
参しています。よく作るのはサンドイッチです。今日は茹でた
ほうれん草、ピクルス風にんじん、マヨネーズで和えた卵、ト
マト、チキンサラダを加えました。終業後には練習があるの
で、たんぱく質もしっかり摂ります。インスタグラムで料理の
写真を見ることが好きで、このサンドイッチも「食べてみた
い！」と思ったのが始まり。これからも栄養のある料理を楽
しみながら作っていきたいです。

２ヶ月ウォーキングチャレンジ

※野菜ファーストランチリレーは、岐阜新聞「LOHAS LIFE PROJECT 2021」にも掲載されています

３つの「ファースト」をキーワードに、県が2018
年から広く県民に野菜を食べることの大切さを
呼びかけている取組みです。8月は「野菜ファー
スト強化月間」と位置付け、スーパーや企業など
と協働した野菜摂取普及啓発活動を行っていま
す。

岐阜県では、県民の運動習慣の定着化を普及するため、「２ヶ月ウォーキングチャレンジ」を実施しま
す。手軽なウォーキングをきっかけに健康な体づくりを始めませんか？

チャレンジ記録表はお住まいの市町村または岐阜県ホームページから取得できます。
健康ポイント事業：https://www.pref.gifu.lg.jp/page/18463.html


